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新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 発 生 に 備 え よ う


新 型 イ ン フ ル エ ン ザ  


近年、鳥インフルエンザ（Ｈ５Ｎ１）が鳥だけでなく、人においても発生する事例が


数多く報告されています。このことは、鳥のインフルエンザウイルスが変異し、新


型インフルエンザが発生する可能性を物語っています。 


人類は未知のウイルスに対し免疫を持っていませんので、新型インフルエンザは


容易に人から人へ感染して広がり、急速な世界的大流行（パンデミック）を起こす


危険性があります。 


 その場合、大きな健康被害とこれに伴う社会的影響が懸念されます。         


 


パ ン デ ミ ッ ク  


一旦、新型インフルエンザが発生すると世界中に拡大します．現代は、大量高速


の交通機関が発達していますので、新型インフルエンザの発生から短期間で感染が


拡大し、世界的な流行（パンデミック）となる可能性があります。 


過去のパンデミックでは、1918 年にスペイン風邪が発生し、世界中で４０００万


人、日本でも３８万人の人たちが死亡したとの記録が残っています。1957 年、1968


年にもパンデミックが発生し、多くの人が亡くなっています。 


 


             お問い合わせ 宮崎県都城保健所 ℡ 0986-23-4504 


 


赤で示した国々で、人が鳥インフルエ


ンザに感染している。 


い つ か は 起 こ る   


新型インフルエンザはいつ発生するの


か、誰にも予測することはできません。 


しかし、インドネシアやベトナムなどの


東南アジアを中心に「鳥インフルエンザウ


イルス」が人に感染し、多くの人が死亡し


ており、いずれは変異し新型インフルエン


ザが発生すると言われています。 


                           


多 く の 人 が 感 染 す る
     


   パンデミックが起きると、医療機関は患者であふれ、国民生活や社会機能にもさ


まざまな影響が出ることが予想されます。４人に１人が感染し、対策をとらなかっ


た場合、日本での死亡者は６４万人とも、それ以上とも言われています。 


 


○家庭や、地域、職場でパンデミックについて話し合いましょう。 


○個人でできる予防方策にどんなものがあるか知りましょう。  


○必要なものを備蓄しましょう。 








 


 個 人 で で き る 対 策  


パンデミックがいつ起こるか誰にも分かりませんが、起こったときに重大な


被害が出ることを想定して、今できることを準備しておくことが大切です。 


 パンデミック発生前に準備すること 


 うがい・手洗い・マスクの励行 


 インフルエンザ予防のために咳エチケットを守りましょう。今のうちから、外出後の手洗い


などと合わせて日常的に行ないましょう。流行地への渡航、人混みや繁華街への外出を控える


ことも大切になってきます。 


 食料・水・日用品の確保・備蓄 


 パンデミック発生後、感染拡大を予防するための外出自粛と、食料などの物流が停滞す


ることが考えられることから、少なくとも２週間分程度の備蓄が必要です。 


 自宅待機や有熱時の対応などについて 


 本人、家族が感染し、自宅療養になったり、他の家族が自主的な自宅待機をしたり、学校が


長期に閉鎖になったりするので、今のうちから、各家庭で計画を立てておくことが勧められます。 


 


 
パンデミック発生後に必要になること 


 不要不急の外出の差し控え 


人ごみをさけることが重要なポイントです．そのためには外出を自粛することが最も効果


的です。集会、催しものも中止となります。 


 情報収集 


 噂・デマ情報に惑わされることなく、事態に冷静に対応するために正確な情報を収集しま


しょう。 


 医療機関にかかる時は注意 


 新型インフルエンザで医療機関にかかるときは事前に発熱相談センター（保健所等）に相


談しましょう。周囲に感染させないように咳エチケットも守りましょう。  


 医療の確保への協力 


 流行時であっても、生命に関わる救急の患者さんや人工透析などの継続的な治療が必要な


患者さんもおられます。したがって、不要不急の医療機関受診や軽症での救急車要請は控え


て、通常の医療の確保に協力することが重要です。 


 


 
  パンデミックが起こると、次のような事態が起こるといわれています。 


・外出による感染リスクが高まり、外出できない状態が続く。公共交通機関が止まる。 


・感染者の数は、人口の２５％ととも、それ以上ともいわれている。 


・多くの患者が一度に医療機関にかかるため、一般医療や救急医療に支障がでてくることもある。


・学校は閉鎖され、児童・生徒は自宅にいることになる。 


・企業においても４０%の従業員が欠勤して、会社機能が停滞する。家族に患者が発生


した場合、自宅待機となることがある。 


・輸入が減少したり停止することにより、また国内でも流通が停滞することにより、種々の生活


必需品も不足して、手に入らなくなることがある。 








 


 個 人 で 備 蓄 す る 物 品 


 ＊備蓄状況や保管場所を誰もがわかるようにしておき、複数人による管理をしましょう。 


○食糧（長期保存可能なもの） 


   外出を避けたり、食料などの物流が停滞することが考えられますので、最低２週間分の食料備


蓄が必要です。 また、水道・ガス・電気がとまった時の対応も考えておきます． 


   


  


  


その他 


インスタントラーメン 


缶詰 


菓子類 


ミネラルウォーター  粉末スポーツ飲料 


ペットボトルや缶入りの飲料 


ミルク・離乳食〈赤ちゃんがいる家庭)  


ペットフード（ペット用） 


 主食類 


米 


乾麺類（そば、ソーメン、うどん等） 


切り餅 乾パン 


コーンフレーク・シリアル類 


各種調味料 


レトルト・フリーズドライ食品 


冷凍食品（＊家庭での保存温度ならびに停電に注意）


 


 


 


 


 


 


○医療品・日用品 


  
対インフルエンザ対策の物品 


マスク：一人あたり２０～２５枚 


ゴム手袋（破れにくいもの） 


水枕・氷枕（頭や腋下の冷却用） 


漂白剤（次亜塩素酸） 


消毒用アルコール   


大中小のゴミ袋（たくさん） 


 常備品 


常備薬 


 胃薬、痛み止め、その他持病の処方薬 


絆創膏（大・小） 


ガーゼ・コットン 


 滅菌のものとそうでないもの 


解熱鎮痛剤（アセトアミノフェンなど） 


 


 


 


 


 


 


 


   解熱鎮痛薬：インフルンザ脳症を助長することがあるので、医師・薬剤師に確認してください。 


   マスク：マスクは正しく使いましょう。 


マスクは、「サージカルマスク」が望ましいです


が、通常の市販マスクでも咳をしている人のウイル


スの拡散をある程度は防ぐ効果があります。 


マスクをしていても飛沫を完全にすいこまないよ


うにすることはできません．咳などの症状のある人


には近寄らないなどの予防策を優先しましょう。 


   次亜塩素酸：消毒作用があります．製品名：ハイターなど 


 


洗剤（衣類・食器等）・石けん 


シャンプー・リンス 


保湿ティッシュ 


 （アルコールのあるものとないもの） 


生理用品（女性用） 


ビニール袋（汚染されたごみの密封に利用）


   赤ちゃん用など オムツ類 


  現金 


    


 


 懐中電灯 


乾電池 


携帯電話充電キット 


ラジオ・携帯テレビ 


カセットコンロ・ガスボンベ 


トイレットペーパー 


ティッシュペーパー 


キッチン用ラップ 


アルミホイル 


通常の災害時のための物品 
 


 


 


 


 


 


 








新 型 イ ン フ ル エ ン ザ の 予 防


予防は、咳エチケットと手洗い・うがいです．


 
咳エチケット  


○咳・くしゃみの際はティッシュなどで口と鼻を


押さえ、他の人から顔をそむけ１ｍ以上離れま


しょう。 


○咳をしている人にはマスクの着用を促しまし


ょう。 


○使用済みのティッシュは通常のゴミ箱でなく別のポリ袋か、蓋


つきのごみ箱に捨てましょう。


○咳やくしゃみの後は、手指を必ず流水と石けんで洗ったり、ア


ルコ－ル系消毒剤で消毒し清潔に保ちましょう。 


○医療機関を受診する際にも、咳エチケットを守り他の人に広げ


ないためにマスクを着用しましょう。 


 


 手 洗 い 


意識して洗う 


(手の平 手の甲 指先 指の間 親指のまわり 手首)  


まず、手を水道水でぬらす 


石けんをつけよく泡立てる 


  


 


 


 


 


①手の平をこする．良く


こする． 
  ②手の甲をこする．のば


すように． 
③指先・手相の間をこす


る．念入りに． 
 


 


 


 


 


⑥手首も良く洗う． ⑤親指を手の平でねじり


洗いをする． 
④指の間をこする． 





